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あらゆる福島の内側へ－

会場：ポレポレ東中野／Space&Cafeポレポレ坐　主催：OurPlanet-TV　共催：ポレポレ東中野

http://fukushimavoice.net/fes/fes2018

2018  9 22   　9 28年 月 日（土） 月 日（金）



上映作品 会　場 ： ポレポレ東中野

たゆたいながら
監督：阿部周一／指導：原一男、小林佐智子／作品提供：阿部周一

■上映日＝9/24【月・祝】 14：30 ★上映後、監督による舞台挨拶あり
　　　　　9/26【木】14：30

モルゲン、明日
監督・企画・撮影：坂田雅子／編集・構成：大重裕二／整音：小川武
作品提供：リガード

福島第一原発事故から３ヶ月後に全原発廃炉を決
めたドイツ。なぜ日本にはできないのか。ドイツ
を訪れ、近代史までを参照しながら、その根源を
探る。『花はどこへいった』『わたしの、終わら
ない旅』の坂田雅子監督最新作。

■上映日＝9/23【日】 14：30 ★上映後、監督による舞台挨拶あり
　　　　　9/25【火】 14：30／9/27（木）14：30

『たゆたいながら』

『たゆたいながら』
ふたつの故郷を生きる
監督・撮影・編集：中川あゆみ／撮影：辻中伸次
プロデューサー：平野まゆ／作品提供：テムジン

福島第一原発事故後、子どものために夫を残し母
子避難した人たちがいる。避難者のための住宅補
償は2017年3月で打ち切られ、金銭面、精神面で疲
弊する家族たち。健康被害だけではない原発事故
の闇が今また浮かび上がってくる。

■上映日＝9/22【土】14：30 ★上映後、監督による舞台挨拶あり
　　　　　9/28【金】14：30 ★上映後、監督や関係者による舞台挨拶あり

かえりみち
監督：大浦美蘭／撮影：大浦美蘭、大浦仁、大浦久美子、大浦葉菜
音楽：合田口洸／作品提供：大浦美蘭

福島県浪江町で生まれ育った監督は、原発事故によ
り帰る家を失った。厳密には、家はあるが、家族や
友人はもう浪江にはいない。被災者であることに違
和感を抱き、家族にカメラを向け始める。繰り返す
一時帰宅と、変わりゆく環境に、家族は揺らぐ。

（2017年／75分／日本） （2018年／71分／日本）

福島映像祭は、福島や3.11にまつわる、あらゆる映像を集めて上映する映像祭です。
映画、テレビ番組、そして一般市民による日々の記録まで、
震災・原発事故の記録を継承し、福島の今を映し出すことを狙いとして2013年から毎年開催しています。

（2018年／60分※予定／日本） （2017年／48分／日本）

「ふたつの故郷を生きる」「かえりみち」二本立てでの上映となります

原発事故後、福島市は放射能に汚染されるも避難
区域に指定されることはなかった。自らも自主避
難した監督は、市内に残る人たちや県外に自主避
難した人たちを訪ね、
藤を抱えながら生きる人々の声に耳を傾けていく。

自らの家族も交えながら、葛
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イベント 会　場 ： Space&Cafe ポレポレ坐

市民部門上映＆トーク

わたしが伝える福島

ゲスト ：  市民部門上映作品の制作者のみなさん
　　　   米田 博／金沢 朱莉／佐々木 加奈子
進   行 ： 平野 隆章 （OurPlanet-TV）
コメンテーター ： 下村 健一 （白鴎大学客員教授／元TBS報道キャスター）

市民部門に寄せられた作品の中から３プログラムを上映。県外
に住みながら福島に通い続ける市民制作者によるもの、高校生
のときに地元で経験した震災の記録、浪江町の人々のライフス
トーリー。それぞれの作品の制作者をゲストに、作品に込めた
想いを聞く。

18：00～20：00（開場 17：30）9/22（土）

福島中央テレビによるローカルニュースを上映する毎年恒例の
企画。福島中央テレビの常務取締役報道担当・佐藤崇さんをゲ
ストに、震災・原発事故から７年が経過した今、地元メディア
は何を思い、何を伝えているのか、あまり語られることのない
テレビの“裏側”を聞く。

特別上映＆トーク

福島中央テレビの現場から

ゲスト  ： 佐藤 崇 （福島中央テレビ常務取締役報道担当）　
聞き手 ： 七沢 潔 （NHK放送文化研究所・上級研究員）

18：00～20：00（開場 17：30）

佐藤 崇（福島中央テレビ常務取締役報道担当）
1956年福島県相馬市生まれ。中学高校時代を双葉郡
富岡町で過ごす。1980年福島中央テレビ入社、イヌワ
シや尾瀬などの自然保護をテーマにした取材が多い。
原発監視カメラの設置を提案し、 茨城 JCO事故の翌
2000年に実現。 2011年、福島第一原発事故の瞬間を
とらえた唯一のカメラとなる。

※上映するニュースクリップの詳細は後日ウェブサイトにて掲載予定です
※ 無料上映（但しトーク料・資料代として参加料をいただきます）

9/23（日）

2020年の東京五輪に向け、「避難者ゼロ」を目標に掲げる政府。
原発事故で避難指示を受けた地域は次々と避難指示解除が進み
再来年には、常磐線も全線開通するという。「復興」ばかりが
強調されるが、そのかげで、故郷を追われた人は今、何を思い
どのように暮らしているのか。９月末に出版されるルポ「その
後の福島：原発事故後を生きる人々」の著者・吉田千亜さんを
ゲストに招き、OurPlanet-TVが撮影した映像も交えながら、避
難指示解除地域のリアルに迫る。

上映＆トークセッション

避難解除地域のリアル

9/24（月・祝） 18：00～20：00（開場 17：30）
 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

堀 誠 写真展『維新の影・福島編』

9/19（水）～9/28（金）

軍艦島や福島第一原子力発電所をはじめ、三池炭鉱、旧谷中村跡地、
沖縄・辺野古などを取材し、共同通信に連載、書籍化された姜尚中
『維新の影 ─近代日本一五〇年、思索の旅』。その取材に同行し、
撮影を担当した堀誠による写真展。未発表作を中心に福島に特化し
て展示。明治以降の日本の近代化の影を浮き彫りにする。

上映作品

「3.11～震災を風化させない～」
■ 制作：金沢 朱莉／2011年／4分
南相馬市で生まれ育ち、高校生の時に経
験した震災。「とにかくこの状況を映像
で残さねば」という一心で震災直後の記
録を撮影した。復興が進む中で、震災が
残した爪痕、哀しみを、いま伝える。

「酒井文子 震災録」「荒房子 修学旅行・結婚」
■ 制作：佐々木 加奈子（浪江の記憶を守る会）
　　　   2014年／16分
福島県浪江町の記憶を保存しようと活動
する「浪江の記憶を守る会」が町民の参
加者を募ってライフストーリーを記録。
忘れられない思い出、人生の節目、そし
て、震災―。語られる個々の物語。

「私が伝えたい…福島」
■ 制作：米田 博／2018年／18分
昨年の市民部門で上映された「私が見た
福島」からタイトルも新たに、福島に通
いながら撮りためた写真と、福島で出会
った人々の声、自らの思いを交えてスラ
イドショーにまとめた。

（浪江の記憶を守る会）

ナミエ・フリーズⅠ 浪江のライフストーリー集より

ゲスト  ：  吉田 千亜
聞き手 ： 白石 草（OurPlanet-TV）

（フリーライター）　

関連企画 会　場 ： Space&Cafe ポレポレ坐

■日　程　9月19日（水）～9月28日（金）
■時　間　11:30～21:00  ※22(土)、23(日)、24(月)、28(金)は17時まで
※入場無料

東京電力福島第１原発の作業員たち。厳しい入退館
管理を通り、チェックを受ける。マスクに防護服を脱ぐ
と汗がしたたるほど暑く、高い放射線にさらされる場
所もある。 作業員は放射線を受けたことを「今日は何
シーベルト食った」と話す（2016年1月）

■ 協 力 ： メディア総合研究所
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タイムテーブル

14：30  映画「ふたつの故郷を生きる」★＋「かえりみち」★ （地下劇場）
18：00  イベント「市民部門上映　わたしが伝える福島」 （1Fポレポレ坐） 9/22（土）

14：30   映画「たゆたいながら」★（地下劇場）
18：00   イベント「避難解除地域のリアル」 （1Fポレポレ坐）  9/24（月・祝）

14：30  映画「モルゲン、明日」（地下劇場）9/25（火）

14：30   映画「たゆたいながら」 （地下劇場）9/26（水）

14：30   映画「モルゲン、明日」（地下劇場）9/27（木）

14：30  映画「ふたつの故郷を生きる」★＋「かえりみち」★ （地下劇場）9/28（金）

東京都中野区東中野 4 - 4 - 1ポレポレ坐ビル

ポレポレ東中野

Space&Cafe ポレポレ坐

会 場

JR東中野駅西口北側出口より徒歩1分

地下鉄大江戸線A1出口より徒歩1分

TEL 03-3371-0088
http://www.mmjp.or.jp/pole2/

TEL 03-3227-1405
http:/za.polepoletimes.jp/

イベント： 1F（カフェ）

映画上映 ： 地下（映画館）

料 金

映 
画

イ
ベ
ン
ト

当　日 ： 一般1,500円／シニア1,200円／大・専・障害者1,000円／高校生以下700円
■当日整理番号の受付が必要となります　■満席の際はお入り頂けない場合もございます

予  約 ・ 当  日 ： 1,500円（三回券使用可）
予約 03-3227-1405／event@polepoletimes.jp（ポレポレタイムス社）
■お席に限りがございますのでご予約をお願いいたします　

《映画・イベント共通》　三回券 3,600円 ■上映・イベントでご使用可 ■開催前から最終日まで販売

[福島映像祭2018] 主催：OurPlanet-TV｜共催：ポレポレ東中野

Space&Cafeポレポレ坐（1F）
ポレポレ東中野（地下B1）

9/23（日） 14：30  映画「モルゲン、明日」★ （地下劇場）
18：00  イベント「福島中央テレビの現場から」 （1Fポレポレ坐） 

★＝上映後、監督や関係者による舞台挨拶あり！


